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榛
ハ
シ
バ
ミも　

勝ヌ

軍ル

木デ

も　

　
　

す
べ
て
枯
れ
〴
〵
に
、　

　

山　

も
の
げ
な
き
道　

登
り
來
ぬ

（「
水
の
上
」）

釈　

迢
空

「
こ
な
や
踊
り
」

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
創
立
１
３
７
周
年

を
記
念
す
る
祭
儀
が
行
わ
れ
た
11
月
１

日
、
文
部
科
学
相
が
発
表
し
た
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
へ
の
英
語
民
間
検
定
試
験
の

導
入
見
送
り
は
、
急
転
直
下
の
方
針
転
換

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
▼
民
間
試
験
は
、

こ
れ
ま
で
も
公
平
性
の
確
保
や
、
地
域
や

経
済
的
な
公
平
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
受
験
に
必
要
な
共

通
Ｉ
Ｄ
の
手
続
き
が
始
ま
る
当
日
の
延
期

発
表
に
は
、
遅
き
に
失
し
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
▼
加
え
て
会
見
で
は
文
科
相
か

ら
「
自
信
を
持
っ
て
受
験
生
の
皆
さ
ん
に

お
す
す
め
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
始
末
。
受
験

生
は
も
と
よ
り
、
国
の
大
方
針
に
従
っ
て

き
た
教
育
関
係
者
の
憤
り
は
計
り
知
れ
な

い
▼
同
じ
11
月
1
日
。
も
う
一
つ
「
急
転

直
下
」
が
あ
っ
た
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
決
定
し
た
東
京
五

輪
の
マ
ラ
ソ
ン
と
競
歩
の
開
催
地
変
更
決

定
だ
▼
東
京
か
ら
平
均
気
温
が
３
〜
４
度

低
い
札
幌
市
へ
の
移
転
決
定
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は

「
選
手
の
健
康
の
た
め
」
と
選
手
優
先
を

強
調
す
る
。
９
月
に
行
わ
れ
た
ド
バ
イ
で

の
世
界
陸
上
を
見
れ
ば
、
酷
暑
が
も
た
ら

す
危
険
は
理
解
で
き
る
。
一
方
で
開
催
へ

８
カ
月
を
切
っ
た
今
日
ま
で
の
検
討
や
準

備
は
何
だ
っ
た
の
か
と
苦
言
を
呈
し
た
く

な
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

▼
『
延
喜
式
』
を
は
じ
め
古
代
以
来
の
祝

詞
に
は
「
見
直
し
聞
き
直
し
」
と
い
う
一

節
が
頻
出
す
る
。
丁
寧
に
丁
寧
を
重
ね
る

日
本
人
の
心
持
ち
は
ど
こ
に
い
っ
た
か
。

国
家
百
年
の
大
計
と
い
わ
れ
る
教
育
も
、

世
界
規
模
の
平
和
の
祭
典
も
大
い
な
る
再

点
検
が
必
要
の
時
期
か
も
し
れ
な
い
。

天
皇
陛
下
の
即
位
の
礼
お
よ
び

大
嘗
祭
に
あ
た
り

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
法
人
国
学
院
大
学

きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき基本基本のの
大学生とお金

「お金の基礎学力」を高めよう「お金の基礎学力」を高めよう

き
　

今
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
、

ズ
バ
リ
「
お
金
」。
大
学
生
活
は
高
校
以
前

と
は
異
な
り
、
経
済
的
な
自
由
度
が
増
す
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
お
金
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
一
方
、
世
間
で

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
の
到
来
が
叫
ば

れ
、
お
金
の
管
理
に
悩
ん
で
い
る
学
生
も
い

る
だ
ろ
う
。

　

本
学
が
全
学
部
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
し

て
い
る「
学
生
リ
ア
ル
調
査
」の
平
成
30
年
度

版
に
よ
る
と
、全
体
の
75
・
６
％
の
学
生
が
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
学
生
生
活
を
続
け
て

い
る
。ま
た
、学
生
生
活
課
に
よ
る
と
、何
ら

か
の
奨
学
金
を
受
給
し
な
が
ら
本
学
に
通
っ

て
い
る
学
部
生
も
約
３
割
を
占
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、大
学
生
は
お
金
を
扱
う
機

会
が
格
段
に
増
え
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

が
、「
お
金
の
基
本
」を
学
ぶ
機
会
は
意
外
に

少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。在
学
中
だ

け
で
な
く
、卒
業
後
に
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
金

は
か
か
る
。特
に
貸
与
奨
学
金
の
受
給
者
は

卒
業
後
の
返
還
が
家
計
へ
の
負
担
と
な
る
。

　

「
学
生
時
代
に
お
金
の
基
礎
を
学
ん
で
お

く
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
お
金
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
大
切
」。
こ

う
指
摘
す
る
の
は
、
自
身
も
大
学
生
の
子
を

持
つ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
畠

中
雅
子
さ
ん
。
畠
中
さ
ん
は
、
産
経
新
聞

（
東
京
本
社
発
行
）
生
活
面
の
連
載
「
節
約

家
計
簿
」
を
担
当
す
る
な
ど
各
種
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

　

今
号
で
は
、
畠
中
さ
ん
に
「
大
学
生
と
お

金　

基
本
の
〝
き
〞」
と
題
し
た
特
集
の
監

修
を
依
頼
。「
お
金
の
基
礎
学
力
」
を
高
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
先
を
見
据
え
た
人
生

設
計
を
在
学
生
と
保
護
者
が
一
緒
に
考
え
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
ほ
し
い
。

【
６
・
７
面
に
関
連
記
事
】

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、
11
月
４
日

に
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
の
創
設
か
ら

1
3
7
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
１
日
、
創
立

記
念
祭
は
じ
め
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
、
永
年

勤
続
者
表
彰
式
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
執
行

し
た
。

　

佐
栁
正
三
理
事
長
は
、「
伝
統
を
受
け
継

ぐ
と
い
う
こ
と
は
単
に
歴
史
、
事
象
を
引
き

継
ぐ
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
発
展
的
に
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
明

治
15
年
に
皇
典
講
究
所
の
開
校
式
に
当
た
っ

て
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
が
述
べ
ら
れ
た
告
諭

に
触
れ
て
「『
本
黌
ノ
隆
昌
ヲ
永
遠
ニ
期
セ

ヨ
』
と
い
う
一
節
を
教
職
員
は
折
に
触
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
思
い
起
こ
し
て
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
挨
拶
し
た
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】
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多
彩
な
視
点
か
ら
神
話
を
考
え
る

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

即位礼当日祭を斎行

　学校法人国学院大学は即位礼正殿の儀が執
り行われた10月22日、渋谷キャンパス神殿
で即位礼当日祭を斎行した。祭典には、佐栁
正三理事長、針本正行学長をはじめ役教職
員、学生が参列。斎主の大野靖仁神殿奉斎員
（神道研修事務部長）が祝詞を奏上したの
ち、参列者全員で国歌を斉唱し皇室の繁栄を
祈念した。

理事長・学長らが展墓

　学校法人国学院大学では、創立記念日を迎
えるにあたり、佐栁正三理事長、針本正行学
長ほか役員らが10月31日、豊島岡御墓所に
皇典講究所初代総裁・有栖川宮幟仁親王と高
松宮宣仁親王・同喜久子妃を参拝した。ま
た、護国寺檀徒墓地に皇典講究所初代所長・
山田顕義伯の展墓を行った。

学校法人塩原学園が
基本協定を締結
　学校法人国学院大学は学校法人塩原学園
（相川浩一理事長）と包括的連携に関する基
本協定を締結することとなり、10月15日、渋
谷キャンパスで調印式が行われた。今回締結
した協定は、法人間の連携協力によって双方
の発展に寄与することを目的としている。
　学校法人塩原学園は、埼玉県本庄市に本庄
第一高等学校・中学校を設置している。生徒
数は中高合わせて約1300人。

永年勤続者表彰に26人

　永年勤続者の表彰式が11月１日、渋谷キ
ャンパス有栖川宮記念ホールで行われた。
　表彰者は次の通り（敬称略）。
【 勤続40年】野田隆夫、中條豊、藤井栄
子、佐々木和子、浅田則子（以上大学）、
國清英明（国学院大学久我山高校）、金子
龍子（国学院大学久我山中学校）
【 勤続30年】石本道明、山田佳弘、長谷川
顕子、前田浩司（以上大学）、齋藤禎夫、
喜多一雄、丸岡初枝、嶺理恵（以上国学
院高校）、髙良武士、佐藤伸彦、山浦健司
（以上国学院大学久我山高校）
【 勤続20年】須永和之、呉鴻春、萩慎太
郎、藤巻園子（以上大学）、及川厚（国学
院高校）、西山剛宏、植村勝海、金井一美
（国学院大学久我山高校）

人
間
ド
ラ
マ
を
感
じ
て

　

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
本
学

で
学
ん
だ
歌
舞
伎
俳
優
の
十
代
目
松
本

幸
四
郎
さ
ん
と
、
歌
舞
伎
研
究
者
と
し

て
知
ら
れ
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ

リ
カ
研
究
学
院
の
ア
ラ
ン・カ
ミ
ン
グ
ス

准
教
授
を
招
き
、
研
究
開
発
推
進
機
構

の
平
藤
喜
久
子
教
授
が
司
会
を
務
め
た
。

　

幸
四
郎
さ
ん
は
先
達
や
自
身
が
挑
戦

し
て
き
た
新
作
や
海
外
公
演
に
つ
い
て

「
歌
舞
伎
は
か
つ
て
流
行
の
発
信
源
だ

っ
た
が
、
現
代
で
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

世
界
に
い
ざ
な
う
も
の
。
分
か
り
や
す

い
現
代
語
で
は
な
く
、
あ
え
て
昔
の
言

葉
、
格
好
で
演
じ
る
の
も
、
観
客
に
別

の
世
界
の
人
間
ド
ラ
マ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
カ
ミ
ン
グ
ス
准
教
授
は
歌
舞

伎
座
な
ど
の
外
国
人
向
け
イ
ヤ
ホ
ン
ガ

イ
ド
の
解
説
を
手
が
け
た
経
験
や
英
国

の
学
生
へ
の
授
業
に
つ
い
て
講
演
し
、

学
生
に
歌
舞
伎
に
つ
い
て
教
え
る
際
に

は
、
絵
巻
や
屏び

ょ
う
ぶ風
な
ど
の
史
料
を
使
い

な
が
ら
、「
時
代
ご
と
の
歌
舞
伎
と
社

　

本
学
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
は
「
い
に
し
へ
の
『
心
』
を
伝
え
る
」
と
題
し

て
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
世
界
と
次
世
代
に
伝
え
る
日
本
の
伝
統
文
化
」

（
10
月
18
日
）
と
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
話
・
伝
承
の
教
材
化
と
実
践

|
『
子
ど
も
古
事
記
』
が
ひ
ら
く
世
界
|
」（
同
26
日
）
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
文
部
科
学

省
平
成
28
年
度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た

「『
古
事
記
学
』
の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事

記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
の
取
り
組
み
の
一
環
。

会
の
か
か
わ
り
合
い
を
考
え
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

次
世
代
に
神
話
を

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
公
益
財
団
法

人
日
本
文
化
興
隆
財
団
後
援
）
で
は
、

松
本
久
史
神
道
文
化
学
部
教
授
が
総
合

司
会
を
務
め
、
国
内
外
の
研
究
者
が
、

子
ど
も
が
古
事
記
に
親
し
み
や
す
い
よ

う
教
育
現
場
で
使
え
る
教
材
作
り
の
進

め
方
や
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
神
話
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代

へ
伝
え
て
い
く
か
を
話
し
合
っ
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
人
間
開
発
学
部
の

吉
永
安
里
准
教
授
が
「
国
語
科
教
育
と

神
話
・
伝
承
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
現
場

の
現
状
を
紹
介
。
続
い
て
、
東
京
都
市

大
学
人
間
科
学
部
の
原
田
留
美
教
授
が

「
教
育
・
保
育
の
素
材
の
た
め
の
古
事

記
神
話
の
再
話
に
つ
い
て
考
え
る
」
と

題
し
て
子
ど
も
向
け
古
事
記
の
再
話
の

状
況
を
説
明
し
た
。

　

元
関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
の
エ

ミ
リ
ア
・
シ
ャ
ロ
ン
ド
ン
さ
ん
は
「
日

本
神
話
を
伝
え
る
方
法
と
対
象
を
考
え

て
」
の
題
で
、
他
国
に
伝
わ
る
神
話
と

古
事
記
の
比
較
に
つ
い
て
解
説
。
文
学

部
の
岩
瀬
由
佳
教
授
が
「
現
代
イ
ン
ド

に
お
け
る
説
話
の
伝
承
：
子
ど
も
パ
ン

チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
構
成
と
内
容
」
を
テ

ー
マ
に
、
イ
ン
ド
の
著
名
な
児
童
書
を

紹
介
し
た
。
こ
の
後
、
講
演
者
４
人
に

司
会
役
の
成
田
信
子
副
学
長
（
人
間
開

発
学
部
長
、
教
授
）
を
交
え
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
ア
ニ
メ
「
Ｄ
ｒ
．
ス
ラ
ン

プ　

ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」
の
ア
ラ
レ
役
な

ど
で
知
ら
れ
る
声
優
、
小
山
茉
美
さ
ん

が
登
壇
。
イ
ザ
ナ
ミ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

衣
装
で
「
日
本
神
話
イ
ザ
ナ
ミ
語
り
」

を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
読
み
聞

か
せ
、
参
加
し
た
約
１
７
０
人
を
神
話

の
世
界
に
誘
っ
た
。
語
り
の
合
間
に

は
、
青
葉
雅
楽
会
の
学
生
が
龍

り
ゅ
う

笛て
き

・
笙

し
ょ
う

・
篳ひ

ち

篥り
き

を
奏
で
、
厳
か
な
雰
囲
気
を
演

出
し
た
。

創立記念祭、関係物故者慰霊祭を斎行
　

創
立
１
３
７
周
年
を
迎
え
た

本
学
の
創
立
記
念
祭
が
11
月
１

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で

執
り
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
百

周
年
記
念
館
記
念
講
堂
に
場
所

を
移
し
、
関
係
物
故
者
慰
霊
祭

も
斎
行
さ
れ
た
。

　

創
立
記
念
祭
（
斎
主
＝
大
野

靖
仁
神
殿
奉
斎
員
・
神
道
研
修

事
務
部
長
）
に
は
、
佐
栁
正
三

理
事
長
を
は
じ
め
針
本
正
行
学

長
、
法
人
、
大
学
役
教
職
員
や

学
生
ら
が
参
列
。
祝
詞
奏
上
に

続
き
、
神
道
文
化
学
部
学
生
が

浦
安
の
舞
を
奉
仕
し
た
。
参
列

者
は
、
本
学
が
積
み
重
ね
て
き

た
１
３
７
年
の
歴
史
に
思
い
を

は
せ
つ
つ
、
本
法
人
の
発
展
を

祈
念
し
た
。

　

続
く
関
係
物
故
者
慰
霊
祭

（
斎
主
・
茂
木
貞
純
神
殿
奉
斎

員
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）

は
、
創
立
以
来
本
学
関
係
者
で

物
故
し
た
役
教
職
員
や
学
生
、

中
で
も
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な

っ
た
人
々
の
御
霊
を
迎
え
て

斎
行
さ
れ
た
。
伶
人
の
「
追

慕
歌
」、
神
道
文
化
学
部
生
の

「
慰
霊
の
舞
」、
フ
ォ
イ
エ
ル

・
コ
ー
ル
混
声
合
唱
団
の
「
追

悼
歌
」
が
奉
仕
さ
れ
た
。
佐
栁

理
事
長
、
針
本
学
長
に
続
き
、

遺
族
ら
が
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ

て
拝
礼
し
、
物
故
者
を
偲
ん

だ
。

創
立
記
念
祭

関
係
物
故
者
慰
霊
祭

国際シンポジウム

松
本
幸
四
郎
さ
ん
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令
和
２
年
度

学
費
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
度
入
学
生
（
学
部
・
専
攻
科
）
か

ら
学
費
を
別
表
の
通
り
改
定
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
在
学
生
の
学
費
改
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

改
定
額
は
入
学
金
を
す
べ
て
の
学
部
・
専
攻

科
で
２
万
円
減
額
し
、
文
学
部
・
経
済
学
部
・

法
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
専
攻
科
で
年
間
授

業
料
な
ど
を
６
万
９
０
０
０
円
増
額
、
人
間
開

発
学
部
で
年
間
授
業
料
な
ど
を
14
万
９
０
０
０

円
増
額
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
学
費
改
定
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
か

ら
11
年
間
据
え
置
い
て
き
た
こ
と
に
よ
る
収
支

の
圧
迫
を
軽
減
さ
せ
、
大
学
の
永
続
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
学
部
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
・
研
究
環
境
な
ら
び
に
教
育
・
研
究
内
容
の

さ
ら
な
る
発
展
・
維
持
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする備考

専攻科
出 身 別 入 学 年 度 入 学 金 授 業 料 施設設備費 維持運営費 合　　　計
本 学 卒 令 和 ２ 年 度 120,000 760,000 105,000 10,000 995,000 
他 大 学 卒 240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 
本 学 卒 令和元年度以前 ―― 700,000 100,500 10,000 810,500 
他 大 学 卒 700,000 201,000 10,000 911,000 

（単位：円）

別 科
入 学 年 度 入 学 金 授 業 料 施設設備費 維持運営費 実 習 料

（入学年度のみ） 合　　　計
令 和 ２ 年 度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000 
令和元年度以前 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000 

（単位：円）

１． 授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする
２．本学出身者の入学金及び施設設備費については次のとおりとする
　　イ．前期課程＝半額　ロ．後期課程＝ 本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額

備考

大学院
区分 出 身 別 入 学 年 度 入 学 金 授 業 料 施設設備費 維持運営費 合 計
前
期
課
程

本 学 卒 令 和 ２ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和元年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 大 学 卒 令 和 ２ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和元年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

後
期
課
程

本 学 卒 全 入 学 年 度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000 

学部本卒前期他卒 令 和 ２ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
令和元年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他 大 学 卒 令 和 ２ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
令和元年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

（単位：円）

　令和２年度の学部・大学院の学年暦が決定した。詳細は
別表の通り（ただし入試関連行事を除く）。令和２年度学年暦が決定

学部学年暦
  3月31日（火）～4月4日（土） オリエンテーション、履修ガイダンスなど
  4月  5日（日） 入学式
  4月  6日（月） 前期授業開始
  4月29日（水・祝） 「昭和の日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  1日（金） 神殿鎮座記念祭ですが、通常の授業を実施します
  5月  4日（月・祝） 「みどりの日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  5日（火・祝） 「こどもの日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  6日（水・休） 振替休日ですが、通常の授業を実施します
  5月23日（土）、6月6日（土）
       20日（土）、7月4日（土） 補講実施指定日（3～5時限）＜通常授業と並行して実施＞

  7月11日（土） 前期授業終了（保育士課程以外の科目）
  7月13日（月）～18日（土） 前期試験（保育士課程の科目で前期試験を実施する場合は別途設定）
  7月18日（土） 前期授業終了（保育士課程の科目）
  7月21日（火）～22日（水） 追試験
  7月25日（土）～9月19日（土）夏季休暇
  9月  8日（火）～11日（金） サマーセッション①
  9月14日（月）～17日（木） サマーセッション②
  9月21日（月・祝） 後期授業開始、「敬老の日」ですが、通常の授業を実施します
  9月22日（火・祝） 「秋分の日」ですが、通常の授業を実施します
11月  4日（水） 国学院大学創立記念日〈休講〉
11月21日（土）、
12月  5日（土）、19日（土） 補講実施指定日（3～5時限）＜通常授業と並行して実施＞

11月23日（月・祝） 「勤労感謝の日」ですが、通常の授業を実施します
12月24日（木） 休講
12月26日（土） 年内授業終了
12月28日（月）～

令和３年1月7日（木）冬季休暇

  1月  8日（金） 授業再開、月曜日の振替授業日
  1月  9日（土） 補講実施指定日（3～5時限）＜通常授業と並行して実施＞
  1月16日（土） 大学入学共通テスト試験会場のため休講
  1月23日（土） 後期授業終了
  1月25日（月）～30日（土） 学年試験
  2月  8日（月）～10日（水） 追試験
  3月21日（日） 卒業式
  3月22日（月）～25日（木） スプリングセッション

大学院学年暦
  4月 1日（水） 大学院入学式　新入生履修指導
  4月 1日（水）～4日（土） オリエンテーション・履修ガイダンス
  4月 6日（月） 通年・前期授業開始
  4月10日（金） 通年・前期開講科目…履修登録締切（正午）
  4月29日（水・祝） 「昭和の日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  1日（金） 神殿鎮座記念祭ですが、通常の授業を実施します
  5月  4日（月・祝） 「みどりの日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  5日（火・祝） 「こどもの日」ですが、通常の授業を実施します
  5月  6日（木・祝） 振替休日ですが、通常の授業を実施します
  5月29日（金） 「修士学位申請論文題目届」提出締切（正午）
  7月18日（土） 前期授業終了
  7月20日（月）～

  9月19日（土）＜夏季休暇＞

  9月21日（月・祝） 後期授業開始、「敬老の日」ですが、通常の授業を実施します
  9月22日（火・祝） 「秋分の日」ですが、通常の授業を実施します
  9月25日（金） 後期開講科目 …履修登録締切（正午）
11月  4日（水） 国学院大学創立記念日（休講日）　　
11月23日（月・祝） 「勤労感謝の日」ですが、通常の授業を実施します
11月30日（月） 「修士学位申請論文第１次題目届」提出締切（正午）
12月26日（土） 年内授業終了
12月28日（月）～

令和３年1月7日（木）＜冬季休暇＞

  1月  8日（金） 授業再開、月曜日の振替授業日
  1月  9日（土） 「修士学位申請論文」提出締切（正午）
  1月16日（土） 大学入学共通テスト試験会場のため休講
  1月23日（土） 後期授業終了
  1月25日（月）～30日（土） 後期補講・集中講義（７日間）
  3月19日（金） 学位記授与式

令和2年度 学費一覧
学 部

区　　　分 入 学 年 度 入 学 金 授 業 料 施設設備費 維持運営費 合　　　計
文 学 部
経 済 学 部
法 学 部
神道文化学部

令 和 ２ 年 度 240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000 

人間開発学部 240,000 800,000 250,000 10,000 1,300,000 
文 学 部
経 済 学 部
法 学 部
神道文化学部
人間開発学部

令和元年度以前 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000 

再入学者の入学金については半額とする備考

（単位：円）
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人
間
開
発
学
部 

地
域
に
学
修
の
成
果
を
還
元

「渋谷を輝く街に」
区長に４回目の政策提言

　本学学生が渋谷区長にさまざまな政策を提
言するプレゼンテーション大会が10月30日、
渋谷キャンパス有栖川宮記念ホールで開催さ
れた。４回目を迎えた今年のテーマは、「『ロン
ドン、パリ、ニューヨーク、シブヤク』の実現―
2020年東京オリンピック・パラリンピックが
目前に迫っているなかで―」。６組の提案の中
から長谷部健区長、針本正行学長ら４人によ
る審査の結果、区長賞には梶山悠莉彩さん（法
２）の「世界中の誰もが過ごしやすいシブヤク
を目指して―もっとトイレを使いやすく、も
っと文化の発信地渋谷区を楽しむために」、学
長賞には兼頭千尋さん（法２）の「歩いて観光
できる渋谷の実現―渋谷テーマパーク計画」、
サッポロホールディングス賞には坂本捷真さ
ん（経３）、岡島隆泰さん（経３）、高橋日向樹さ
ん（経３）による「モラルが作るきれいな町『シ
ブヤク』」が輝いた。
　長谷部区長は「ユーモアさ、発想力、応用
力をもっと発揮してほしい。それを受け入れ
るのが『ちがいを ちからに 変える街』渋谷
区だ。一緒にまちづくりを考えてもらえた
ら」と話した。

仏、ニーム大学学長が来校

　仏南部、ニーム市にあるニーム大学から
10月28日、ベノイット・ロエ学長が来校
し、針本正行学長を表敬訪問した。現在、同
大学から大学院短期招聘研究員を受け入れて
いる高橋信行法学部教授らが同席し、互いの
大学について紹介をしながら学術交流などに
ついて意見交換を行った。
　両学長は、「引き続き大学間の交流を深め
ていければ」と挨拶をし、握手を交わした。
　ニーム市は、仏南部に位置する都市で、ガ
ール県の県庁所在地。ニーム大学は、2007
年の創立で学生数は約5000人。

　

人
間
開
発
学
部
の
学
生
ら
が
自

ら
企
画
し
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
い
な
が
ら
日
頃
の
学
び

を
実
践
す
る
「
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
と
「
地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
27

日
、
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
小
学

生
以
下
の
子
ど
も

を
中
心
に
約
１
２

０
０
人
の
親
子
が

訪
れ
た
。

　

11
回
目
を
迎
え

た
今
年
の
共
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
テ
ー
マ
は

「
輝

か
が
や
き」。
学
生
ら

は
、
６
月
か
ら
準

備
を
進
め
て
き

た
。
訪
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
学
生

グ
ル
ー
プ
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
や
工

作
教
室
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

多
彩
な
企
画
を
楽

し
ん
だ
。

　

今
回
初
め
て
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
企
画
を
用
意

し
た
書
道
研
究
会

は
、
多
く
の
来
場

者
が
見
守
る
中
、

国学院大学博物館で企画展「大嘗祭」開幕
　

御
代
替
わ
り
に
伴
っ
て
斎
行
さ

れ
る
「
大
嘗
祭
」
に
つ
い
て
、
本

学
が
続
け
て
き
た
研
究
成
果
を
披

露
す
る
企
画
展
「
大
嘗
祭
」
が
11

月
１
日
、
国
学
院
大
学
博
物
館
企

画
展
示
室
で
開
幕
し
た
＝
写
真
。

　

新
た
に
即
位
し
た
天
皇
が
、
そ

の
年
の
新
穀
（
米
と
粟
）
や
海
の

産
物
な
ど
を
神し

ん

饌せ
ん

（
お
食
事
）
と

し
て
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みに
捧
げ
、
五
穀

豊ほ
う

穣じ
ょ
うと
国
家
安
寧
を
祈
念
す
る
大

嘗
祭
は
、
７
世
紀
末
の
天
武
・
持

統
朝
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
企
画

展
で
は
、
同
博
物
館
や
国
学
院
大

学
図
書
館
、
神
道
文
化
学
部
が
所

蔵
す
る
『
日
本
書
紀
』『
嘉
永
元

年
大
嘗
会
図
』
や
江
戸
時
代
の
資

料
か
ら
再
現
し
た
30
分
の
１
の

『
近
世
大
嘗
宮
模
型
』
な
ど
を
展

示
。「
可
能
な
限
り
学
内
資
料
で

揃
え
た
」（
大
東
敬
明
・
研
究
開

発
推
進
機
構
准
教
授
）
点
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

　

12
月
15
日
ま
で
（
11
月
25
日
は

休
館
）。
期
間
中
に
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
「
大
嘗
祭
と
四

季
の
ま
つ
り
」（
11
月
23
日
午
後

２
時
〜
同
30
分
、
大
東
准
教
授
）

と
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

「
亀
卜
に
つ
い
て
」（
12
月
10
日

午
後
６
時
〜
同
45
分
、
笹
生
衛
・

同
博
物
館
館
長
＝
神
道
文
化
学
部

教
授
）
も
開
催
さ
れ
る
。

来
場
者
約
１
０
０
人
か
ら
手
形
を

集
め
た
幅
約
５
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

約
４
メ
ー
ト
ル
の
紙
に
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
家
入
レ
オ

さ
ん
の
「
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
」
の
一
節

と
「
輝
」「
煌
」
の
２
字
を
し
た

た
め
た
。
企
画
を
し
た
同
会
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
支
部
長
の
長
井
友
花
さ

ん
（
初
教
３
）
は
「
ど
う
す
れ
ば

来
場
者
と
一
緒
に
作
品
を
作
れ
る

か
を
考
え
て
企
画
し
た
。
多
く
の

人
に
手
形
を
押
し
て
も
ら
い
素
敵

な
作
品
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
た
。

　

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
た
地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
科
学

を
、
も
っ
と
身
近
に
」
を
合
言
葉

に
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
教
員

と
学
生
が
、
体
力
測
定
や
ス
ポ
ー

ツ
科
学
に
関
す
る
体
験
ブ
ー
ス
、

骨
密
度
・
栄
養
・
体
組
成
チ
ェ
ッ

ク
ブ
ー
ス
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
遊
べ
る
多
彩
な
ブ
ー
ス
を
出

展
し
た
。「
い
ろ
ん
な
動
き
を
試

し
て
み
よ
う
」
に
は
、
は
し
ご
や

跳
び
箱
な
ど
の
運
動
器
具
が
用
意

さ
れ
、
学
生
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
次
々

と
挑
戦
し
て
い
た
。

来
場
者
の
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
す
る
書
道
研
究
会
の
学
生
ら

子
ど
も
た
ち
に
運
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
た

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
る
学
生

基本を押さえて根気よく勉強を
司法試験合格者が体験談を披露

　今年の司法試験に合格した本学法学部卒業
生を迎えた法学部主催の「司法試験合格者と
語る会」が10月16日、渋谷キャンパスで行
われた。
　今回は４人の合格者を迎え、それぞれに法
科大学院進学から司法試験合格までの体験談
を語った。その上で集まった20人ほどの後
輩たちに「学部の授業に向き合うときの目的
意識が大事」「基本を押さえて根気よく勉強
を続けてほしい」とエールを送っていた。
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第

回
21

祭
）
」
等
の
田
楽
の
現
物
を
見
て
、
見

物
当
時
の
装
束
・
所
作
等
を
分
析
す
る

一
方
、
史
料
に
よ
る
昔
の
姿
の
検
討
を

合
わ
せ
て
行
い
、
史
料
と
現
物
に
よ
る

二
段
階
の
分
析
に
よ
り
そ
の
歴
史
や
変

遷
、
古
の
姿
を
解
き
明
か
そ
う
と
試
み

て
い
る
（「
遺
さ
れ
た
田
楽　

上
・
中

・
下
」〈『
風
俗
研
究
』
八
四
・
九
〇
・

九
一
、
昭
和
２
年
〉、「
春
日
若
宮
祭

の
田
楽
」〈『
寧
楽
』
一
一
、
昭
和
４

年
〉、
他
）。

　

岩
橋
の
指
導
を
受
け
た
藤
井
貞
文
は

岩
橋
の
研
究
に
つ
い
て
、「
我
が
国
の

芸
能
研
究
の
草
分
け
で
あ
り
、
文
献
史

学
の
立
場
で
の
民
俗
学
の
先
駆
者
で
あ

る
」（
藤
井
貞
文
「
岩
橋
小
弥
太
先
生

の
学
問
」〈『
日
本
歴
史
』
三
七
一
、
昭

和
54
年
〉）
と
評
し
て
い
る
。
芸
能
研

究
に
お
い
て
岩
橋
は
、
実
証
的
な
文
献

史
学
と
舞
踏
鑑
賞
に
よ
る
民
俗
学
的
見

地
の
融
合
し
た
研
究
手
法
を
取
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助
員

齊
藤
み
の
り

　

岩
橋
小
彌
太
博
士
は
本
学
出
身
の
教

授
で
、
退
官
後
は
名
誉
教
授
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学

史
料
編
纂
官
や
明
治
大
学
の
教
授
も
務

め
た
。
昭
和
53
年
に
93
歳
で
亡
く
な
っ

た
が
、
そ
の
人
生
で
数
多
の
研
究
を
世

に
送
り
出
し
た
。
学
問
領
域
は
古
代
か

ら
近
世
に
わ
た
り
、『
京
畿
社
寺
考
』

（
雄
山
閣
、
大
正
15
年
）、『
日
本
芸
能

史
』（
芸
苑
社
、
昭
和
26
年
）、『
上
代

官
職
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
37
年
）、『
花
園
天
皇
』（
吉
川
弘

文
館
、
昭
和
37
年
）、『
上
代
食
貨
制
度

の
研
究
第
一
集
・
第
二
集
』（
吉
川
弘

文
館
、
昭
和
43
・
44
年
）、『
神
道
史
叢

説
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
46
年
）、

『
上
田
秋
成
』（
有
精
堂
出
版
、
昭
和

50
年
）
他
、
多
く
の
研
究
書
を
著
し
て

お
り
、
研
究
の
幅
広
さ
が
窺
え
る
。

　

「
史
学
は
実
に
史
料
か
ら
発
足
す
る

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
史
料
か
ら
歴
史

的
意
味
を
見
出
す
学
問
が
史
学
で
あ
る

と
い
つ
て
も
少
し
も
差
支
は
な
い
。
そ

れ
程
史
料
に
関
す
る
問
題
は
史
学
上

重
大
性
を
有
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」

（「
郷
土
史
と
史
料
」〈『
郷
土
史
研
究

講
座
（
二
）
』
雄
山
閣
、
昭

和
６
年
〉）
と
論
じ
て
い
る

よ
う
に
、
岩
橋
は
実
証
史
学

を
歴
史
学
研
究
の
基
盤
と
し

て
い
た
。
他
方
、
曲
舞
・
幸

若
舞
・
猿
楽
能
・
浄
瑠
璃
・

歌
舞
伎
・
田
楽
等
、
芸
能
研

究
も
専
門
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
う
ち
特
に
田
楽
研
究
に

お
い
て
は
、「
紀
州
熊
野
那

智
神
社
（
現
熊
野
那
智
大

社
）
」、「
春
日
若
宮
祭
（
現

春
日
大
社
春
日
若
宮
お
ん

岩
橋
小
彌
太

経済学部シンポ
「メディアの未来」開催

　本学経済学部は、10月19日のホームカミ
ングデーに合わせて、院友経済会、経済学会
と共催で、経済学部シンポジウム「メディア
の未来―テレビ業界からみる2020年代のメ
ディア―」を渋谷キャンパス常磐松ホールで
開催した＝写真。
　講演者に、テレビ朝日総合編成局の藤井智
久次長と、インターネットテレビ局「A

ア

b
ベ

em
マ

a
ＴＶ」の動画を制作するAbemaProductionの
高橋良行社長を招

しょう

聘
へい

。藤井次長は「地上波テ
レビの現状と未来」、高橋社長が「インター
ネットテレビの現状と未来」と題して、それ
ぞれ講演した。
　後半は、藤井次長と高橋社長に、テレビ朝
日の板橋順二取締役、司会役の宮下雄治経済
学部教授、鈴木芹佳さん（経営４）、後藤大
輝さん（経ネ３）、上川拓真（経ネ２）を加
え、ディスカッションが行われた。

経済学部特別講座
丸山さんが世界の貧困を語る
　経済学部特別講座「世界の貧困」が10月
26日、渋谷キャンパスで開催され、フリー
ジャーナリストで本学学術資料センター共同
研究員の丸山ゴンザレスさんが登壇した。
　海外の危険地帯などを取材しテレビ番組で
も活躍する丸山氏は、現地の人々との交流を
通じて得た知見を交えながら、日本人が抱
く貧困の概念と世界とのギャップなどを語
った。会場に集まった200人を超える聴講生
は、実体験を踏まえた丸山さんの講演に熱心
に耳を傾けた。

　

本
学
在
学
生
の
保
護
者
ら
で
組

織
す
る
若
木
育
成
会
（
堀
江
久
教

会
長
）
は
10
月
19
日
、
渋
谷
・
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
」
を
開
催

し
た
。
保
護
者
ら
７
０
０
人
が
参

加
し
、
模
擬
授
業
や
就
活
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
通

じ
て
学
び
の
現
場
を
体
感
し
た
。

　

各
学
部
を
代
表
す
る
教
員
に
よ

る
模
擬
授
業
で
は
、
神
道
文
化
学

部
の
武
田
秀
章
教
授
が
「
御
代
替

わ
り
と
大
嘗
祭
」
と
題
し
て
講

義
。
天
皇
陛
下
と
上
皇
陛
下
が
即

位
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
御ぎ

ょ

製せ
い

を
紹

介
し
つ
つ
、「
即
位
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
る
三
種
の
神
器
は
単
な
る

モ
ノ
で
は
な
く
、
日
本
神
話
を
象

徴
す
る
宝
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ

た
。
こ
の
ほ
か
、
文
学
部
の
土

佐
秀
里
教
授
が
「
令
和
と
万
葉

集
」、
法
学
部
の
長
又
高
夫
教
授

が
「
御
成
敗
式
目
の
歴
史
的
意

味
」
と
題
し
て
講
義
し
た
。

　

一
方
、
マ
イ
ナ
ビ
の
相
木
良
介

副
編
集
長
に
よ
る
「
保
護
者
の
た

め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
は
、

製
造
業
メ
イ
ン
か
ら
通
信
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
へ
と
シ
フ
ト
し
た
昨

今
の
就
活
動
向
を
紹
介
し
、
就
活

の
コ
ツ
を
伝
授
し
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
人
間
開
発
学
部
生
の
保
護
者
を

対
象
に
開
催
。
増
田
久
美
子
副
会

長
が
「
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
て
い
る
。
新
し
い
情
報
を

得
て
学
生
た
ち
の
よ
き
理
解
者
と

な
れ
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
堀
江
会
長
の
挨
拶
を
代
読

し
た
。
参
加
し
た
約
70
人
の
父
母

は
、
学
生
が
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
で
今
夏
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
施
設
を
見
学
し
た
ほ
か
、
同

学
部
４
年
生
に
よ
る
就
職
体
験
談

に
耳
を
傾
け
る
な
ど
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

保
護
者
が
学
び
の
現
場
を
体
感

第10回観月祭斎行

　神道文化学部の学生らが古式ゆかしく日本
伝統の管

かん

絃
げん

や祭
さい

祀
し

舞、舞楽を披露する第10
回観月祭が10月19日、渋谷キャンパスで行
われた。来場した大勢の観客は、約半年間の
稽古を積んできた学生の厳かな演奏と雅やか
な舞を堪能した。
　相次ぐ自然災害に見舞われた被災地の復興
を祈願して献供が行われた。
　管絃は、双

そう

調
じょう

音
ね

取
とり

から始まり、酒
しゅ

胡
こ

子
し

、
嘉
か

辰
しん

が演奏された。笙
しょう

、篳
ひち

篥
りき

、龍
りゅう

笛
てき

の三管と
鞨
かっ

鼓
こ

、太鼓、鉦
しょう

鼓
こ

の三鼓が奏でる調べに、来
場者は雅楽の醍醐味を感じていた。
　祭祀舞では、男子学生３人による朝日舞
と、浦安の舞が披露された。舞楽では、祭場
を清める振

えん

鉾
ぶ

が力強く舞われ、続けて延喜
楽、賀

か

殿
てんの

急
きゅう

が奉納され、２時間にわたる観
月祭が終了した。
　今春卒業した鬼丸貴さん（平31卒・127期
史）は「日々の仕事に忙殺され忘れていた
が、校舎に帰ってくると日常的に日本文化に
触れていた学生生活を懐かしく思う。観月祭
は舞や装束がきれいで、心が洗われるよう
だ」と静かに見入っていた。

「
御
代
替
わ
り
」に
つ
い
て
の
模
擬
授
業
を
す
る
武
田
秀
章
教
授
＝
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
の
案
内
で
特
別
教
室
な
ど
を
見
学

＝
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

実
証
的
な
文
献
史
学
と
民
俗
学
的
見
地
を
融
合

◉

岩
橋
小
彌
太
の
芸
能
史
研
究



　お金の上手な管理には、将来を見越した〝先取り貯
蓄〟が となります。目安となる月々の貯蓄額は、一人
暮らしなら収入の１割程度、実家暮らしなら２～３割程
度を家に入れ、貯蓄は２割程度必要です。
　長い人生には、すごろくのようにさまざまな出来事が

起こります。こうしたライフイベントに備えるために
は、収入の一部を前もって貯蓄に回し、給料の全額を使
えないようにした上で、やり繰りする習慣を身につける
ことが大切です。そのために、手取り収入が15万円の
ケースで各費目にどのくらい使えるか考えてみては。

いま知っておきたいお金の管理方法

一人暮らしの社会人１年目の場合の家計簿

貯蓄 円

住居費 円

食費 円

水道光熱費 円

通信費 円

日用雑貨費 円

被服費 円

趣味・レジャー費 円

交際費 円

支出合計 円

雑費 円

収入合計 円

給与 円

〈手取りの例〉

（預金の利息） 円

（運用利益 など） 円

＝

考えてみよう
！

考えてみよう
！

上手な奨学金との付き合い方は？

　現代はキャッシュレス時代。お金を使った実感が持ちにくいという学生さんに、おススメの方法
があります。スマホ決済や交通系ＩＣなどの電子マネーなら、１回のチャージ金額と月単位のチャ
ージ回数を決めてしまいましょう。上限に近づくと節約を意識するようになります。洋服好きな人
は、春夏物と秋冬物で予算を立てる半期計算がおススメ。月々の衝動買いを抑えられます。特に趣
味にかかるお金は金額をある程度想定できますから、他を我慢してメリハリをつけましょう。

電子マネー、キャッシュレス決済はここに注意！

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

？？？？上 ？上上上手な奨学金との付き合い方は上手な奨学金との付き合い方は？

いま知っておきたいお金の管理方法ま知っておきたいお金の管理方いま知っておきたいお金の管理方法

はたなか・まさこ　大学時代にフリーライターの活動を始め、マネーライターを経て、ファイナンシャルプランナーに。新
聞、雑誌、ウェブなどでの執筆活動のほか、講演や相談業務の依頼も多い。「子どもにかけるお金を考える会」主宰。主な
著書、監修書に『ラクに楽しくお金を貯めている私の「貯金簿」』（ぱる出版）、『図解　ゼロからわかる！　最新　お金の教
科書』（学研プラス）。実生活では、社会人の１女と大学生の２男の母。

　お金との付き合い方は勉強に置き換えることができます。基礎学力
をおろそかにした人は応用が苦手ですよね。お金の管理も同様で、基
本知識を持たないまま「運用で大きく増やそう」などと考えても、う
まくいかないことが多いのです。
　「お金の基礎学力」とはつまり、お金の管理能力です。予算に対す
る意識を常に持ち、支出には優先順位をつけることが大切。若いとき
にお金の基礎学力をきちんと身につけておけば、楽しいマネーライフ
を送れるはずです。

奨学金の返還は負担になっている？Q

延滞者（3307人） 無延滞者（2294人）
日本学生支援機構の「平成29年度奨学金の返還者に関する属性調査結果」から

とてもそう思う

56.5％

とてもそう思う

20.0％

そう思う

28.3％どちらともいえない

24.2％

そう思わない

21.6％

まったくそう思わない
5.9％

まったくそう思わない
0.3％

そう思わない
2.2％

そう思う

31.6％

どちらともいえない

9.4％

　修学のため、日本学生支援機構奨学金など卒
業後に返還が必要な貸与奨学金を利用している
学生さんもいるでしょう。ただし、いざ卒業後
に返還が始まると、家計を圧迫する要因の一つ
になりますから、注意が必要です。
　将来、奨学金による家計破綻に陥らないため
にも、借り入れ前や貸与中に親子で一緒に生活
設計について話し合うことが大切です。また、借
入金の減額や繰り上げ返済にも努めましょう。
　災害時などで家計が急変した際には緊急採用
といった制度もあり、万が一の際には有効です。

日本学生支援機構の
進学資金シミュレーター
https://shogakukin-simulator.
jasso.go.jp/

　人生には「３大支出」と呼ばれるものがあります。そ
れが、①教育②住宅③老後―の各資金です。
　教育資金では大学の学費が最も大きな負担となりま
す。住宅を購入するには頭金を準備して住宅ローンを組
むのが一般的です。子どもの教育、住宅購入の各資金は

不要な人もいますが、老後資金は必ずといっていいほど
かかってきます。
　３大支出を乗り切るためには準備が必要です。早くか
ら先を見越した予算管理をしておきましょう。

「人生の３大支出」って？」って？「人生生の３大支出」人 大支出」って？生生の３大支出」っ人 の３大支出「人生の３大支出」って？

電子マネ 、キャッシュレス決済はここに注意！

約 万円

家族のための住宅資金

約 万円

子ども一人あたりの教育資金

約 万円

夫婦の老後資金

『図解 ゼロからわかる！ 最新 お金の教科書』（学研プラス）から

「予算」意識「予算」意識と優先順位優先順位で楽しいマネーライフ楽しいマネーライフを！

ファイナンシャルプランナーファイナンシャルプランナー
畠中 雅子畠中 雅子さんさん

基本基本のの
大学生とお金き

頑
張
る
ぞ
！

これから始まる

ライフイベント
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または１学期間の留学希望者を募集
します。
▶ 応募期間：令和２年１月７日㈫～
14日㈫
▶ 留学先：マニトバ大学（カナダ）、
ビンガムトン大学（米国）、ヨーク
・セント・ジョン大学（英国）、南
開大学、復旦大学中文系（以上中
国）、京畿大学校（韓国）、南台科技
大学、世新大学(以上、台湾)、ハ
ノイ大学（ベトナム）
問国際交流課（☎03・5778・7061）

イベント

合合  本学が参加予定の進学相談会

内 本学では、12月に長野県で開催さ

れる進学相談会に参加予定です。本
学への進学をお考えの受験生、保護
者の方はぜひご来場ください。
日・時・場
　▶ 長野市＝12月11日㈬15時～18時、

ホテルメルパルク長野
　▶ 松本市＝12月12日㈭15時～18時、
ホテルブエナビスタ

問入学課（☎03・5466・0141）

 令和２年 新年院友交歓会

内 国学院大学院友会主催の新年会で
す。院友の活動報告や福引大会など
盛りだくさんの内容で、活躍する硬
式野球部、陸上競技部、柔道部、ス
キー部、卓球部、ソフトテニス部の
後輩たちも参加予定です。ご家族も
お誘い合わせの上ご参加ください。
日来年１月25日㈯

　三井住友VISAカードと提携したクレジットカー
ド「国学院カード」をぜひお手元に。在学生には
「国学院カード」、卒業生・教職員には、「同クラシ
ック」と「同ゴールド」をご用意しています。付帯
サービスも続々追加予定です。ぜひ本学WEBサイ
ト内「国学院カード」申し込みページからお申し込
みください。

商品名

国学院カード 国学院カード クラシック 国学院カード ゴールド

追加カード
ラインナップ

入会資格 学生の方 卒業生および修了者の方 /教
職員の方 /関係者の方

卒業生および修了者の方 /教
職員の方 /関係者の方

申込資格

満 18歳以上の学生
（進学予定の 17歳は対象）
※ 国学院大学生活協同組合への加入が
必須条件になります。

満 18歳以上の方
（学生は除く）

原則として、満 30歳以上で、
ご本人に安定継続収入のある方

（学生は除く）
※ ゴールドカード独自の審査基準によ
り発行させていただきます。

年会費 無　　料
・初年度無料
・２年目以降1,250円＋税
ただし、前年に50,000円以上
カード利用で無料

10,000 円 ＋ 税
マイ・ペイすリボ＋Web明細により

初年度無料

卒業生も必携！
「国学院カード」
卒業生も必携！
「国学院カード」

「国学院カード」申し込みページURL「国学院カード」申し込みページURL
https://www.kokugakuin.https://www.kokugakuin.
ac.jp/graduate/service/p3ac.jp/graduate/service/p3

12月４日から新サービスコンビニで証明書発行
　国学院大学は、在学生や院友の便宜を図るため各種証明書を一部のコンビニエンスストア
で発行できるサービスを12月４日からスタートさせます。スマートフォンなどの端末から
証明書の発行申請・決済を行えば24時間の発行が可能となり、最短では即日入手も可能で
す（※）。
　現在は、渋谷・たまプラーザ両キャンパスに設置された証明書自動発行機を使って即日発
行も可能ですが、種類によっては１週間ほど要するものあります。また、発行機は事務室
の開室時間（渋谷：月～土曜日９時～21時、たまプラーザ：月・火・木・金曜日９時～18
時、水・土曜日９時～16時30分）のみの稼働で、来校が難しい地方在住者は郵送での手続
きとなっています。
　新たなサービスではキャンパス外から時間の制限なく発行申請ができるようになり、その
まま最寄りのコンビニ（国内のセブンーイレブン、ファミリーマート、ローソンのマルチコ
ピー機設置店舗）で証明書を受け取ることが可能です。就活生にとっては、急遽必要となっ
た証明書を入手するためにキャンパスまで戻る手間も省け、全国の院友の皆様には、地元で
速やかに証明書発行を受けることができます。
　手数料などの詳細は、本学HPをご確認ください。
※ 当面の間は、平成11年度以前卒業の院友については、インターネットでの証明書発行申請・決済は

行えますが、証明書の発行は郵送に限ります（コンビニ発行サービスは利用できません）

【新サービスの対象となる証明書】
■在学生（学部・大学院）
　▶成績証明書　▶卒業見込証明書
▶健康診断証明書　▶在学証明書
■院友
　▶成績証明書　▶卒業証明書
▶修了証明書　▶在学期間証明書
【申請書発行までの手順】※要事前登録
① スマホやパソコンなどの端末から専用サイトにアクセスし
てログイン
②証明書を選択して発行申請
③コンビニのマルチコピー機で印刷
※ 支払いはカード決済、コンビニでの現金支払いのどちらかを選ぶ
ことができます
【申請書発行ができるコンビニ】
▶セブンーイレブン　▶ファミリーマート　▶ローソン
※国内のマルチコピー機設置店舗に限ります

　スマホやパソコンなどの端末があれば、最寄りのコンビニで即日発
行も可能に。就活中に証明書発行のためキャンパスに戻る必要もなく
なり、院友は証明書取得にかかる時間を短縮できます。

発行機に行列、地方からは郵送でのやり
取り。対応は事務室の開室時間のみ…

最寄りのコンビニで
24時間ＯＫ！

在学生・院友のサービス向上

24 24
80

証明書発行サービス導入後のイメージ

24 24

コンビニのマルチコピ
ー機で証明書を発行3

スマホまたはパソコ
ンで専用サイトにア
クセスし、申請発行

1

CARD
￥
￥

24 24

発行手数料をコンビニ
で現金支払いまたはカ
ード決済（発行申請時）

2

時17時～（16時から受け付け）
場 有栖川記念ホール（渋谷キャンパス
若木タワー18階）
料6000円

申 院友会報同封はがき・ＦＡＸ・メール
で、院友会（☎03・3400・7996）、（め
inyuukai@kokugakuin.or.jp）へ。
問院友会（☎03・3400・7781）

キャリアサポートキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトポ トトポポ トトトトキキキキキキキキキキキキキキキキ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

  OB・OG内定者アドバイス会

内 各業界で活躍する卒業生や、優良企
業・団体から内定・合格をもらった
先輩から、就職活動に関するノウハ
ウや、実際に働いているからこそわ
かる働き方や業務内容に関するアド
バイスをもらい就職活動を有利に進
めていきましょう。
日来年１月11日㈯13時～17時
場渋谷キャンパス５号館アリーナ
対学部１～３年生、大学院１年生

申 Ｋ-ＳＭＡＰＹⅡ「就職／各種面談」
→「セミナー申込」から

  エアライン講座☆

内 エアライン業界で求められる人材を、
グループワークを通じて学んでいく
講座です。立ち居振る舞いやグループ
ディスカッションなども学びます。
日12月～来年３月
場渋谷キャンパス
対３年生
申 申し込み書と講座料の証書を窓口に
提出
問キャリアサポート課（百周年記念館）



9 令和元年11月 20日㈬　No. 684お知らせ

トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 ののののののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

合合   令和２年度 一般入試のご案内

内 人文・社会科学系の総合大学とし
て、文・神道文化・法・経済・人

間開発の５学部12学科を設置する
本学では、来年度の一般入試を下表
の日程で実施します。併願によって
受験料がおトクになる「応援割」
も用意。例えば、センター試験の
みで判定する「Ｖ方式（Ⅰ期・Ⅱ
期）」では全学科（法学部は全３専
攻）の併願が可能なうえ、Ａ日程と

の同時出願でＶ方式１学科分が実質
無料になります。詳細は本学ＨＰ
（http://www.kokugakuin.ac.jp/
admission）で確認してください。
※ 本学の一般入試は、受験ポータルサ
イト「Ｕ

ウ

Ｃ
カ

ＡＲ
ロ

Ｏ」からのインター
ネット出願となります
問入学課（☎03・5466・0141）

  卒業式、卒業証書・学位記並びに 
修了証書授与式について

日令和２年３月22日㈰ 
［卒業式］
場 グランドプリンスホテル新高輪
　「飛天」 
対・時
　▶ 経済学部・法学部・人間開発学部
＝10時～

　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・
別科＝13時～

［卒業証書・学位記、修了証書などの授与］
対・時・場
　▶ 経済学部・法学部＝13時～、
　　渋谷キャンパス
　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・
別科＝16時～、渋谷キャンパス

　▶ 人間開発学部＝13時30分～、
　　たまプラーザキャンパス
問総務課（☎03・5466・0111）

  令和２年度 
協定留学生（派遣）を募集

内 協定留学制度（派遣留学）とは、本
学が国際交流協定を結ぶ外国の大学
へ学生を交換留学生として派遣する
制度です。来年９月から、２学期間

平塚
中継所

大手町

鶴見
中継所

戸塚
中継所

箱根
芦ノ湖

芦ノ湖
小田原
中継所

往路１月２日（木）
（大手町➡箱根芦ノ湖）

復路１月３日（金）
（箱根芦ノ湖➡大手町）

１区

２区

３区
４区

５区

６区

７区 ８区

９区

10区

小田原⬅平塚４区

①ＪＲ二宮駅前（横浜銀行二宮支店前）
11：00集合 11：30頃通過予定

②ＪＲ国府津駅前
11：15集合 11：45頃通過予定

③小田原市民会館前交差点側 さがみ信用金庫本店前
11：30集合 12：00頃通過予定

箱根⬅小田原５区

①箱根登山鉄道大平台駅前
②箱根登山鉄道宮ノ下駅入口
③小涌谷踏切側　箱根ガス石油㈱前
※ 箱根登山鉄道が運転を見合わせているため検討
中です。後日、本学ＨＰなどでお知らせします
ゴール付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、本学ＨＰなどでお知らせします

スタート付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、本学ＨＰなどでお知らせします
①ＪＲ・京浜急行品川駅前
７：50集合 ８：20頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
８：00集合 ８：30頃通過予定

③六郷橋入口（東京都側／京浜急行六郷土手駅下車すぐ）
８：20集合 ８：50頃通過予定

鶴見⬅大手町１区

①京浜急行新子安駅前
８：45集合 ９：15頃通過予定

②保土ヶ谷橋交差点
９：10集合 ９：40頃通過予定

戸塚⬅鶴見２区

②国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
10：25集合 10：55頃通過予定

平塚⬅戸塚３区

①京浜急行蒲田駅前
12：00集合 12：30頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
12：10集合 12：40頃通過予定

③ＪＲ・京浜急行品川駅前
12：25集合 12：55頃通過予定

ゴール付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、本学ＨＰなどでお知らせします

鶴見➡大手町10区

①保土ヶ谷橋交差点
11：10集合 11：40頃通過予定

②洲崎大神参道入口および金光教神奈川教会前
11：20集合 11：50頃通過予定

③京浜急行新子安駅前
11：35集合 12：05頃通過予定

戸塚➡鶴見９区

①国道134号線　茅ヶ崎公園野球場前交差点
９：40集合 10：10頃通過予定

平塚➡戸塚８区

①ＪＲ国府津駅前
８：55集合 ９：25頃通過予定

②ＪＲ二宮駅前
９：05集合 ９：35頃通過予定

小田原➡平塚７区
スタート付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、本学ＨＰなどでお知らせします
①箱根登山鉄道大平台駅前
※ 箱根登山鉄道が運転を見合わせているため検討
中です。後日、本学ＨＰなどでお知らせします

②箱根登山鉄道箱根湯本駅前
８：20集合 ８：50頃通過予定

箱根➡小田原６区

箱根駅伝 沿道から、全国から選手にエールを
◆学生応援ボランティアを募集
　本学と国学院大学駅伝応援の会（坂本真佐人会長）、国学院大学院友会、若木育成会では、箱根駅伝当日
の沿道に応援ポイント（下図参照）を設け、選手に声援を送ります。本学では、各ポイントでの応援、幟の
設置、沿道の清掃などを行っていただく学生応援ボランティアを募集します。参加者には大学オリジナル応
援グッズを進呈。希望者は、申込用紙に必要事項を記入し、学生生活課・たまプラーザ事務課に提出してく
ださい。12月10日㈫まで申し込みを受け付けます。詳しくは学生生活課（☎03・5466・0145）まで。
◆院友、保護者も沿道で一緒に応援を
　院友、保護者の皆様も、箱根駅伝当日は、沿道の応援ポイントで選手の力走を後押ししませんか？ ぜ
ひ、お近くの応援ポイントにお集まりください。
◆陸上競技部へのメッセージ募金も
　13回目の箱根路に挑む学生に向けた熱い思いを送る「メッセージ募金」を受け付けています。「メッセー
ジ募金」は、課外活動などに熱心に取り組む在学生に向けた募金とともにメッセージを本学ＨＰ上から直
接投稿してもらう仕組みです。500円から寄付が可能で、メッセージはそのままＨＰに公開されます（匿名
可）。募金に関する情報は本学ＨＰ（http://kifu.kokugakuin.ac.jp/）で閲覧できます。

令和２年度　一般入試日程
入試制度 試験日 出願期間（消印有効） 合格発表

Ｖ方式［Ⅰ期］（大学入試セン
ター試験利用入試）

１月18日㈯～19日㈰
本学個別試験なし １月４日㈯～17日㈮

２月14日㈮
Ａ日程
（全学部統一）

３教科型 ２月 ２日㈰
１月４日㈯～21日㈫得意科目重視型 ２月 ３日㈪

学部学科特色型 ２月 ４日㈫
Ｂ日程（後期） ２月26日㈬ １月４日㈯～２月20日㈭ ３月 ５日㈭
Ｖ方式［Ⅱ期］（大学入試セン
ター試験利用入試）

１月18日㈯～19日㈰
本学個別試験なし １月４日㈯～３月 ３日㈫ ３月16日㈪

※試験科目などの詳細については本学ＨＰで確認してください
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さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
が
熱
唱

親
子
で
楽
し
む
企
画
も

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　院友やその家族らが１年に一度、学舎に戻る
「ホームカミングデー」が10月19日、渋谷、た
まプラーザの両キャンパスで開催された。今年
は、院友会正会員で客員教授のシンガーソングラ
イター、さだまさしさんによる特別講演が行われ
たほか、新たな試みとして家族連れ向けの体験コ
ーナーが設置され、人気を集めた。

■
針
本
学
長
「
誇
ら
し
い
」

　

特
別
講
演
に
先
立
ち
、
針
本
正
行
学
長
が

挨
拶
で
「
第
31
回
出
雲
駅
伝
で
本
学
は
初
優

勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
報
告
す
る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
た
。
針
本
学
長
は
「
賞
状
に
は

『
栄
誉
を
讃
え
る
、
国
学
院
大
学
、
第
１

位
』
と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
本
当
に
、

誇
ら
し
く
思
う
。
母
校
の
教
学
を
預
か
る
者

と
し
て
、
形
あ
る
こ
と
と
し
て
学
生
の
活
動

が
広
く
伝
わ
る
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
」

と
話
し
た
。

　

続
い
て
、
院
友
会
の
今
井
亮
副
会
長
は

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
思
い
が
け

な
い
再
会
や
新
し
い
出
会
い
も
増
え
、
集
う

と
い
う
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
実
感
し

て
い
る
」
と
𠮷
田
茂
穗
会
長
の
挨
拶
文
を
代

読
し
た
。

■
軽
妙
な
話
と
代
表
曲
披
露

　

特
別
講
演
で
は
、
さ
だ
さ
ん
が
軽
妙
な
話

の
合
間
に
自
ら
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
を
織
り

交
ぜ
、
代
表
曲
「
案か

か

し
山
子
」
を
皮
切
り
に
、

　

院
友
や
そ
の
家
族
ら
が
１
年
に
一
度
、
学
舎
に
戻
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
10

月
19
日
、
渋
谷
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
院
友
会

正
会
員
で
客
員
教
授
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
に
よ
る
特
別
講

演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
た
な
試
み
と
し
て
家
族
連
れ
向
け
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
人
気
を
集
め
た
。

「
無
縁
坂
」「
精
霊
流
し
」「
関
白
宣
言
」

「
い
の
ち
の
理
由
」
を
披
露
し
た
。
さ
だ
さ

ん
は
「
全
国
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と
、
日

本
の
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
、
格
別

に
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
も
見
え
て
く
る
。
こ

の
国
の
奥
行
き
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

講
演
の
終
盤
に
は
、
さ
だ
さ
ん
が
設
立
し

た
「
公
益
財
団
法
人
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基

金
」
に
よ
る
地
震
や
風
水
害
の
被
災
者
支
援

の
活
動
な
ど
を
紹
介
。
６
曲
目
と
な
る
「
風

に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」
を
熱
唱
し
、
締
め
く
く

っ
た
＝
写
真
上
。

■
体
験
コ
ー
ナ
ー
活
況

　

今
年
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
親
子
向
け
体

験
コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
が
「
考
古
学
体
験
！　

拓
本
を
と
ろ
う
」。「
拓
本
」
は
、
カ
メ
ラ
や

コ
ピ
ー
機
な
ど
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
石
な

ど
に
刻
ま
れ
た
文
字
や
文
様
を
写
し
取
る
た

め
に
編
み
出
さ
れ
た
技
法
で
、
本
学
博
物
館

の
内
川
隆
志
副
館
長
（
研
究
開
発
推
進
機
構

教
授
）
が
講
師
を
務
め
、
親
子
連
れ
ら
約
30

人
が
先
人
の
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

2
0
2
0
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公

式
競
技
と
し
て
注
目
を
集
め
る
ボ
ッ
チ
ャ
を

体
験
で
き
る
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
挑

戦　

家
族
で
ボ
ッ
チ
ャ
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

昨
年
末
に
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
と
学
校
法
人
国
学
院
大
学
が
締
結
し
た
包

括
提
携
に
基
づ
き
、
同
社
社
員
が
指
導
。
会

場
に
は
親
子
連
れ
ら
約
30
人
が
訪
れ
、
専
用

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

来
年
か
ら
小
学
校
で
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
先
取
り
し
た
「
親
子
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

親
子
ら
が
協
力
し
て
簡
単
な
ゲ
ー
ム
の
制
作

に
挑
戦
し
た
。

　

３
号
館
前
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
サ
ッ
ポ

ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
本
法
人
と
平
成
29

年
に
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

ビ
ー
ル
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
提
供
す

る
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」
を
開
催

し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
職
員

の
案
内
で
今
夏
改
修
工
事
が
終
わ
っ
た
１
号

館
な
ど
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
ほ

か
、
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
万
葉
の
小
径
で
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
集
ま
っ
た
約
60
人
の
人

間
開
発
学
部
卒
業
生
は
、
近
況
報
告
や
く
じ

引
き
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
教
員
を
交
え
て

旧
交
を
温
め
た
。

拓本体験拓本体験ボッチャ体験ボッチャ体験

中村正明文学部准教授の中村正明文学部准教授の
図書館資料の解説図書館資料の解説

人間開発学部卒業生懇親会人間開発学部卒業生懇親会
（たまプラーザ）（たまプラーザ）

「 子どもたちがプラレール（タカラトミーの鉄道玩具）にかじりつくように遊んで、たくさん
交流ができた。大人の方にも、活版印刷で作ったオリジナルの硬券（以前使用されていた硬
い厚紙製の鉄道乗車券）を喜んでもらえた」 （鉄道研究会、工藤匠馬会長・神文４）
「かるた大会を楽しみにしてきた。楽しかった」
 （院友の母親と来場した神奈川県の小学校に通う10歳と６歳の兄弟）
「 学校で学ぶ前に『歴史』に触れることができ、ありがたい。次回もユニークな切り口で楽し
ませてもらいたい」  （小学２年の娘と「拓本をとろう」に参加した東京都世田谷区の女性）
「 さだまさしさんが目の前で６曲も歌ってくれて、感激した。心に響く歌声と音色だった」
 （女性、昭61卒・94期日文）
「さだまさしさんのお話がうまくて、面白かった」 （兄が本学に通う17歳の女子高校生）
「 観月祭は、学生の皆さんがどれだけ稽古すれば、これほど美しく舞えるのかと感心した」
 （東京都渋谷区在住の女性）
「 高校では見たことのない文化に触れられて、普段見られないものがたくさん見られて面白
かった」 （在校生を家族に持つ埼玉県在住の男子高校生）

来場者・学生の声
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団体・個人の成績
硬式野球部＝東都大学野球秋季１部リーグは
10月31日、全日程を終了。硬式野球部は、
７勝７敗、勝ち点２で３位だった。個人の表
彰では、ベストナイン（指名打者）に13試
合に出場し３割３分３厘を記録した瀬戸成一
郎選手（日文２）が初めて選ばれた。
柔道部＝全日本学生体重別団体優勝大会が
10月19、20日、ベイコムアリーナ（兵庫県
尼崎市）で行われ、柔道部は２年連続でベス
ト８に入った。平成23年以来のベスト４入
りを目指した４回戦は２年連続で東海大と対
戦。０勝４敗で苦杯をなめた。優勝は東海大
で２年ぶり11度目。

　台風19号で浸水被害を受けた川崎市高津区を
練習拠点とする本学陸上競技部の部員が、「応援な
どで支えてくれる地元への恩返し」として復旧ボ
ランティアに従事。地元からも感謝されている。
　同部は高津区に合宿所を設け、長距離チーム約
60人が寮生活を送っている。台風19号が上陸し
た10月12日は、出雲駅伝出場のため島根県に遠
征していた前田康弘監督からの指示で約50人が
合宿所で待機。台風一過、合宿所や部員に被害は
なかったものの、街は多摩川水系の氾

はん

濫
らん

で一変。

惨状を目の当たりにした小賀悠人さん（神文４）
は、「何とかしなくては」と復旧の手伝いを思い
立ち、「都合の付く部員は手伝って」と呼びかけ
たところ、十数人が応じた。
　親族に院友がいることで同部とつながりのある
不動産会社「シンクリエイティブ」の鈴木昭徳社
長が現地に到着した13日午前７時ごろ、小賀さ
んらは手分けして作業を展開中だった。早朝から
の作業は数時間に及び、中には夕方まで９時間も
活動した部員もいたという。鈴木社長は「若い人
が自らの意思で積極的に一生懸命ボランティアに
従事してくれる姿を見ていると、『ああ、これが
日本の若者なんだ』と涙が出た」と絶賛。
　前田監督は「普段から『周辺を練習に使わせて
もらっているのだから、地域貢献しなさい』とは
伝えているが、実際に動いてくれるとは驚きだ。
チームとして成長した証しで、出雲駅伝優勝に勝
るとも劣らない」と２つの快挙を喜ぶ。茂木栄部
長（神道文化学部教授）も「試合に出られず悔し
い思いをした仲間が地域に貢献したことは、優勝
への後押しになったと思う。自分だけのために走
るのではなく、みんなの思いをのせて走るのが駅
伝だと痛感した」としている。

出雲Ｖを後押し もう一つの快挙
陸上競技部員が復旧ボランティア

台風一過、道路や民家の泥をかき出す陸上競技部員＝
10月13日、川崎市高津区（「シンクリエイティブ」鈴木
昭徳社長提供）

　秩父宮賜杯第51回全日本大学駅伝対校選手権
大会が11月３日、愛知・熱田神宮から三重・伊
勢の神宮までの全８区間、全長108.7キロのコー
スで行われた。昨年の大会で６位に入りシード権
を獲得した本学陸上競技部は、５年連続７回目の
出場。10月に行われた出雲駅伝で初優勝し、注
目を集めるなか５時間17分34秒で総合７位に入
った。優勝は、東海大学で16年ぶり２回目。
　出雲駅伝、箱根駅伝とならぶ学生三大駅伝の第
２戦。27チーム（オープン参加の選抜２チーム
を含む）がたすきを繫いだ。
　レースは先頭が目まぐるしく入れ替わる大混
戦。本学は、２区・浦野雄平選手（経営４、写真
右）が区間２位、５区・青木祐人選手（経４）が
区間新記録で区間賞の力走で、実力を発揮する
と、双子の中西大翔選手（４区、健体１）、中西
唯翔選手（６区、健体１）も区間５位以内をマー
クし上位に食らいついた。終盤に順位を落とした

がアンカーの土方英和主将（健体４、同左）が区
間５位の走りで粘りを見せ総合７位で伊勢神宮内
宮前を駆け抜けた。
　２年連続でシード権を獲得した前田康弘監督は
「青木選手の区間賞、１年生２人が堂々と走れた
ことは頼もしく、収穫は大きかった。悔しさを箱
根駅伝でぶつけられるようにしたい」、土方主将
は「前を追う立場でレースの流れに乗らないと厳
しい走りになる展開だった。（６位の）早稲田大
を抜けると思っていたが、力不足。チームとして
箱根駅伝に向けて収穫があるレースだった」、５
区でチーム初の区間新・区間賞を獲得した青木選
手は「自信はあったが、いつも通りの走りをしよ
うと思って走った。箱根駅伝でも区間賞を取れる
走りをしたい」と次の大一番を見据えた。
　沿道で応援をした全学応援団の細谷慶太郎団長
（法４）は「力の限り応援した。選手に力を感じ
てもらえたら。応援を通して力をもらっているの
で箱根駅伝でも選手と一緒に大学を盛り上げた
い」と語った。

全日本大学駅伝 総合７位
青木選手が区間新・区間賞
陸上競技部

個人成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位 総合順位
1 島﨑 慎愛 ２年 28’17” 12位 12位
2 浦野 雄平 ４年 31’38”   2位   4位
3 藤木 宏太 ２年 34’48” 12位   9位
4 中西 大翔 １年 34’14”   4位   6位
5 青木 祐人 ４年 36’06”   1位   4位
6 中西 唯翔 １年 38’12”   5位   4位
7 茂原 大悟 ４年 55’15” 17位   7位
8 土方 英和 ４年 59’04”   5位   7位

総合順位
順位 大学名 総合成績
1 東 海 大 5:13:15
2 青山学院大 5:14:59
3 駒 沢 大 5:15:04
4 東京国際大 5:15:35
5 東 洋 大 5:15:40
6 早 稲 田 大 5:17:04
7 国 学 院 大 5:17:34
8 帝 京 大 5:19:38
以上、上位８校シード権獲得（以下略）

　本学の学園祭・第137回若木祭（11月１日
・前夜祭、２日～４日・本祭、４日・後夜
祭）が渋谷キャンパスで開催された。
　実行委員会主催の文化企画では、講談師の
神田香織さんが講談 ｢新版 はだしのゲン｣
を披露したほか、恒例となった体育連合会主
催のお笑いライブには、人気お笑いコンビ
「和牛」など３組が登場。コントや漫才で会
場を盛り上げた。
　期間中、120周年記念２号館・３号館前の
キャンパスモール下には、各部会や県人会が
模擬店を出店し、各団体が趣向を凝らした品
々を提供。校舎内では、文化・学術系団体の
展示や発表会、講演会、全学応援団や体育系
部会などの演武やパフォーマンスが随時披露
された。
　３日には今年で創設10周年を迎えた若木
睦による神輿渡御が行われ、威勢のいい掛け
声とともに近隣地域を練り歩いた。

第137回若木祭
活動の成果を披露

「箱根でも結果残す」
出雲優勝報告会で決意新た

　令和初の大学駅伝シーズンの幕開けを飾る
第31回出雲全日本大学選抜駅伝競走（10月
14日、島根県出雲市）で、三大駅伝初優勝
を成し遂げた陸上競技部の優勝報告会が10
月19日、渋谷キャンパスで行われ、前田康
弘監督や土方英和主将（健体４）らが優勝の
喜びと２戦目以降への抱負を語った。
　本学の森川隆学生部長らが祝辞を、陸上競
技部の茂木栄部長（神道文化学部教授）が謝
意を述べた後、前田監督と優勝メンバーが登
壇。前田監督は「令和最初の勝利を誇りに思
う。続くレースでも出雲を制覇したチームと
して堂々と戦い、目標とする３位以上の成績
を残すため、オール国学院で戦っていきた
い」と決意表明した。土方主将も「個人的に
は区間賞が取れたが、これはメンバー全員の
力を集めた結果。これからが勝負で結果を残
さなければ、やってきた意味がない」と熱く
語った。
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吉田神道隆盛のきっかけに

　慶長13（1608）年９月、吉田兼見の子
・兼治と、その子・萩原兼従は、多

と う の み ね

武峰
（現 談山神社・奈良県）での祈

き

禱
とう

に臨ん
だ。これは前年から破裂をおこした大織冠
尊像（藤原鎌足像）を平癒するためのもの
である。一夜の祈禱で尊像の平癒に成功し
た、という知らせは朝廷のみならず、徳川
家康へも届けられ、家康はこの早々の平癒
を「奇特」（霊験）であると褒した直状を
10月４日に兼治へ送った。
　吉田家は権力者と結びつくことで隆興を
図ってきたが、深く親交のあった豊臣秀吉
没後、家康とは兼見と弟・梵舜による古典
・神祇等の学問を通じた結びつきだった。

家康により復興した多武峰での平癒成功
は、吉田神道の神威を大いに知らしめるこ
ととなり、以降の隆盛の契機となったので
ある。
　かつては慶長12年と推定された本史料
だが、再調査により慶長13年と判明し
た。このほか吉田家に伝来した文書群の調
査により新発見も相次いでいる。
　本史料を含む調査の成果の一部は、国学
院大学博物館特集展示「吉田家伝来の花押
・印判」（11／26～12／22）にて公開。

髙見澤美紀（文学部兼任講師・研究開発推
進機構客員研究員）

徳川家康直状
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　柔道部の相田勇司選手（法２）が11月２～３
日に千葉ポートアリーナ（千葉市）で行われた講
道館杯全日本柔道体重別選手権大会男子66㌔級
で、初優勝を飾った。本学柔道部員の優勝は平成
８年に男子95㎏級で優勝した坂本大記・現監督
（当時３年）以来23年ぶりとなる快挙。
　２回戦から登場した相田選手は準決勝で、１回
戦から勝ち上がったチームメートの武岡毅選手
（日文２）と同級生対決に。終盤に袖釣込腰で技
ありを奪い逃げ切った。決勝は、昨年の同大会で
敗れている西山祐貴選手（警視庁）との対戦。互
いにポイントを奪えず延長戦に突入すると、試合
時間が９分余りを経過したところで相田選手が隅
返で技ありを奪い優勝を決めた。この結果、11
月に行われる国際大会・グランドスラム大阪の日
本代表に選出された。
　初優勝を飾った相田選手は「同級生で同じ階級
の新井雄士選手（史２）、武岡選手に負けないよ
うに３人で切磋琢磨してきたのが強くなった要
因。グランドスラム大阪では同じ階級の阿部一二

三選手（日本体育大）、丸山城志郎選手（ミキハ
ウス）を倒したい」と語った。坂本監督は「（自
身を上回る）大学２年での講道館杯優勝は、監督
冥利に尽きる」と称え「グランドスラムでは阿部
選手と丸山選手を倒すチャンスがある。その先の
五輪が見えてくる」とさらなる飛躍を期待した。
　この他、同大会に出場した学生では男子66㌔
級で武岡選手が３位決定戦に敗れ５位、新井選
手が２回戦敗退だった。男子73㌔級では全日本
学生柔道体重別選手権で優勝した島田隆志郎選手
（健体４）が３回戦で敗退した。卒業生は５人
が出場し、男子66㌔級の藤坂泰恒選手（パーク
24、平31卒・127期健体）の５位が最高だった。

柔道部

相田選手
講道館杯優勝
―23年ぶりの快挙

　北アフリカ、モロッコのマラケシュで
10月16～20日に行われた世界ジュニア柔
道選手権大会に、男子66㌔級の日本代表
として出場した武岡毅選手（日文２）が、
準優勝に輝いた。１回戦から各国の強豪を
退けた武岡選手は、準決勝でルーマニアの
ボルス選手から技あり２つを奪い決勝に進
出した。リマ選手（ブラジル）との決勝で

は互いに攻め手を欠くなか残り約１分、背
負い投げで技ありを奪われ、優勢負けとな
った。同大会の表彰台は、前年の相田勇司
選手（法２）の３位に続き２大会連続。
　武岡選手は「詰めの甘さが出て決勝で勝
ちきれなかったのが今年の課題。来年に向
けて改善していきたい」と前を向いた。

武岡選手 世界ジュニア準優勝

準決勝で同級生の武岡選手から技ありを奪う相田選手
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